
復興に向けて歩み続ける岩手県の今を紹介します
　平成 23年 3月 11日に発生した東日本大震災津波。発災以
来、全国そして海外からも多くの温かい励ましや御支援をいた
だいております。心から感謝申し上げ、この「つながり」を大
切にしていきたいと思います。
　復興に向けて歩み続ける岩手の今を紹介します。第 104号 

平成 28年 5月 1日号

がんばろう！岩手　つながろう！岩手

　平成 28年 4月 23日（土）、東日
本大震災津波で全壊した久慈地下水
族科学館 “もぐらんぴあ”（久慈市侍
浜町）が、元の場所で 5年ぶりに営
業を再開しました。
　同施設は、久慈国家石油備蓄基地
のトンネルを利用した日本唯一の地
下水族館で、大小約 40基の水槽を
備え、震災前とほぼ同じ約 200種、
3,000 匹の生物を展示しています。
　オープニングセレモニーで、遠藤

“カメ吉” が泳ぐ人気のトンネル水槽

譲一（じょうじ）市長は「全国のみ
なさんのお力添えがあって今日の日
を迎えました。復興のシンボルとし
て、お客様を久慈市、北三陸に迎え
る拠点になるよう頑張りたい。」と挨
拶しました。
　また、震災前から交流があり、再
建に向けて支援を続けてきた東京海
洋大学客員准教授のさかなクンが “も
ぐらんぴあ” 応援団長に就任するこ
ととなり、さかなクンも「5年ぶり

に魚たちが戻ってきました。魚たち
のキラキラ泳ぐ姿やかわいらしい表
情を見ると、頑張る気持ちをもらえ
ると思います。」と施設の再開を喜び
ました。
　施設内のトンネル水槽では、津波
から奇跡的に生き延びたアオウミガ
メの “カメ吉” が泳ぐほか、土・日
・祝日に一日一回、「南部もぐり」や
「北限の海女」の実演も行われる予定
です。

いわて国体

（右：“もぐらんぴあ” の新キャラクター “かめきち”）営業を再開した “もぐらんぴあ”
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広げよう 感動。伝えよう 感謝。

デモンストレーションスポーツ ▶ ビーチバレー　期日 ▶ 平成 28年 8月 28日（日）　
会場 ▶陸前高田市高田町特設会場（陸前高田市高田町太田地内 総合交流センター建設予定地）
お問い合わせ ☎ 0192-54-2111（陸前高田市）

陸前高田市 INFORMATION 奇跡の一本松>>>>>>>>>>>>>>>>>>

デモンストレーションスポーツ ▶ サーフィン：9月 4日（日）／パークゴルフ：9月 25日（日）

2016 希望郷

　目の前に、青く美しい太平洋が広がる陸前高田市。リアス式海岸が続
く三陸復興国立公園の南の玄関口としての役割を担っています。大津波
に耐え抜いた「奇跡の一本松」を復興へのシンボルとして、皆様からの
温かいご支援や励ましを賜りながら前進しているところです。毎年８月
７日に開催される「うごく七夕まつり」「けんか七夕まつり」は多くの来
場者で賑わい、気仙の元気な姿を肌で感じることができます。

久慈市

いわて国体まで いわて大会まで153 174
日 日
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北三陸の海の幸と里山に恵まれた洋野町。県内有数の水揚げ量を誇る
「種市産ウニ」は、身入りの良さと濃厚な甘みが好評で、毎年７月に開
催される「たねいちウニまつり」は多くの来場者で賑わいます。また、
「モノづくりが暮らしを豊かにする」というテーマの「おおのキャンパ
ス」は、大野木工などの工房と緑の空間が広がり、手づくりの温もり
や自然の豊かさが、訪れた人に心の豊かさを語りかけてくれます。

久慈地下水族科学館 “もぐらんぴあ” が待望の復活

久慈地下水族科学館 “もぐらんぴあ”が待望の復活久慈地下水族科学館 “もぐらんぴあ”が待望の復活

浪板海岸ヴィレッジ（写真提供：大槌町）

　平成 28年 4月 17日（日）、地盤
沈下で砂浜が消失するなど大きな被
害を受けた大槌町の浪板海岸に「浪
板海岸ヴィレッジ」（大槌町吉里吉里）
がオープンし、グランドオープンイ
ベント「浪板海岸カーニバル」には、
地域住民ら約 200名が参加しました。
　同施設には、サーフショップ「K-
SURF」、カフェ＆バー「JONMA（ジ

ョンマ）」、インターネット環境も備
え、仕事場としても活用できるコワ
ーキングカフェ「KAI CAFE」の 3
店舗が入居したほか、来訪者用の交
流スペースも設けられています。
　同日開催されたイベントでは、Ｔシ
ャツの絵付けや浪板写真展が行われ
たほか、来場者には三陸産のホタテ
がプレゼントされました。

大槌町

観光再生の拠点「浪板海岸ヴィレッジ」がオープン
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観光再生の拠点「浪板海岸ヴィレッジ」がオープン観光再生の拠点「浪板海岸ヴィレッジ」がオープン

さかなクンと “もぐらんぴあ” のキャラクター
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岩手県の被害状況 平成28年 3月 31日現在

▶人的被害　死者（直接死）：4,672 人　行方不明者：1,123 人
▶建物被害（住家のみ、全半壊）　26,168 棟

皆さんのご支援、ありがとうございます

※ 被災したこどもたちが勉強やスポーツ等に励めるよう「くらし」「まなび」の支援に使われます。

▶いわての学び希望基金（※）受付状況　約 79億 6,499 万円（17,318 件）

もご覧ください !! http://iwate-fukkoudayori.comビジュアル豊富な いわて復興だより Web【 】

▶義援金受付状況　約 184億 5,494 万円（93,134 件）
▶寄付金受付状況　約 197億 6,697 万円（7,691 件）

平成 28年 3月 31日現在

鹿児島県出身。
高校、大学と海外に留学し、大学卒業後、京都府に
ある国際協力NGOに勤務。
平成 23年 8月、NGOから気仙沼市、陸前高田市に
派遣され、同年 10月、震災によって居場所を失った
子供たちが気軽に集える憩いの場「みちくさルーム」
の活動に携わる。平成 25年 4月からは、特定非営
利活動法人パクトの一員として、陸前高田市を拠点
に活動中。

PROFILE

　被災地・三陸の復興へ向け、多くの若者が情熱を注
いでいます。連載「未来のさんりくびと」では、毎号、
復興への熱い想いを秘めた若者を紹介していきます。
第 54回目は、古野 安寿子さんを紹介します。

古野さんからのひと言：
子どもたちが元気なまちの

未来は明るい !

子どもたちを取り巻く環境も復興を

特定非営利活動法人パクト
子ども支援担当

古野 安寿子（ふるの やすこ）さん

は、子どもをとりまく環境について「新しいま
ちづくりの復興工事は少しずつ進んでいますが、
まだ、校庭には応急仮設住宅があり、新しい公
園が作られる目処も立っていません。街には工
事車両などが行き交い、子どもが伸び伸びと遊
べる環境は 5年経った今でも進んでいないと感
じます。」と話し「将来地域を支えていく子ども
たちが、ここに生まれてよかったと思える街に
なってほしいです。」と、今後の陸前高田市のま
ちづくりに期待を寄せます。

継続した支援を

　パクトでは、「みちくさルーム」と呼ばれる子
ども支援、ボランティアと地元のニーズのマッ
チング、小学校の校舎を改修した簡易宿泊施設
の管理の 3つの事業を行っています。
　その中で「子ども支援」を担当する古野さん

　ボランティアの現状について「震災から５年
が経過し、継続して来てくださる人もいますが、
延べ人数は減っています。来てくださることで、
陸前高田市を覚えていてくださったという励み
にもなります。自然もきれいな所なので、是非
遊びに来てください。」と、継続した支援を呼び
掛けます。

【次回のいわて復興だよりについて】次回は 5月 15日号の発行を予定しています。

　平成 28年 4月 1日（金）から、保存整備工事が完了
した東日本大震災津波の震災遺構「たろう観光ホテル（宮
古市田老地区）」の一般公開が始まりました。
　国の復興交付金を活用した震災遺構が一般に公開され
るのは初めてです。
　6階建ての同ホテルは、津波が 4階まで達し、1階か
ら２階部分は骨組みだけが残りました。津波の恐ろしさ
と教訓を伝えるため、同市は土地を取得し、建物を譲り
受けた上で、保存に向けた整備を進めてきました。
　被災地ツアー「学ぶ防災」に申し込むことで、ホテル
内部の見学や、震災時にホテルの６階から撮影された津
波映像を同じ場所で視
聴することができます。

震災遺構第1号「たろう観光ホテル」
の一般公開始まる

一般公開が始まった「たろう観光ホテル」

　トヨタグループの運送会社である愛知陸運株式会社
（愛知県小牧市）が、岩手県の復興やいわて国体を支援し
ようと “ラッピングトラック” を制作しました。
　平成 28年 4月 11日（月）、県庁正面玄関前で行われ
た完成披露会では、達増知事から同社の小林隆志社長に
感謝状が贈られました。
　全長約 12メートル、総重量 25トンのトラックの荷
台には、奇跡の一本松、三陸鉄道、「三陸サイコー商店会」
の商店主、世界遺産の平泉、橋野鉄鉱山、いわて国体な
ど、岩手県の鮮やかな写真がふんだんにあしらわれてい
ます。
　同トラックは、愛知県から金ヶ崎町のトヨタ東日本岩
手工場間を毎日往復し、沿線の皆さんに岩手県をPRし
ていく予定です。

披露されたラッピングトラック

復興・国体支援 “ラッピングトラック”
完成披露会開催

パクトHP：http://pact-rt311.org

>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>><<<

宮古市

■要予約
■お問い合わせ：学ぶ防災
☎ 0193-77-3305
　 080-5739-6423
※午前 9時～ 午後 6時

HP▶http://www.kankou385.jp/pickup/625.html

盛岡市


